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回次の関数の偏導関数zを求めよ (2, は求めなくて良い)｡
(1)z＝ピ+ず (2):＝ sin(3r十y (3)2 ＝ Ve+ザ

3los(389)21

; 無(4)z＝ポe(5)z ＝ tan-13
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フ9i2 次の積分を求めよ｡

(1)/sin' z cos rdr, (2)/-安-ラdt(3)/- e-bg|西) +しルえ大し

ofe+ne o * h延研 t団 f(2,y)が C級のとき､ 次の関数 g(t)のy(0)を求めよ｡
g(t) = f(1 3t,1＋5t)

-3f0リ+5f(
回 次の関数の極値を求めよ｡

f(内,9) =ァー2ryー2f 材情札
回 次の条件G=0のもとで関数 F(エ,y)の極値を求めよ｡ MAA35MN lp #de F'3G＝ポ+ずー5=0のもとで F(国,y) = 6r 4ry＋30(*

Gy 1, by*4 Fi (11-4F,ー4i札Y同 底面が正方形の直方体がある｡ 以下の問いたに答えよ｡
(1) 底面の1辺の長さがa､ 高さがhとする｡ この直方体の体積V
をa, hで表し､ Vの全微分を求めよ｡ 22 L工
(2) 底面の1辺の長さが8 cm､ 高さが10em でそれらの測定値に
0.lem 以下の誤差があるとき､ その体積を640cnとすると誤差の範
囲は大よそいくらか｡
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